
講演する自治研センター佐野理事長

県
本
部
は
7
月
16
日
、
指

定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
学

習
会
を
開
き
、
自
治
体
単

組
、
関
連
単
組
・
支
部
、
社

協
ネ
ッ
ト
か
ら
23
人
が
参
加

し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公

の
施
設
を
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る

民
間
事
業
者
等
に
管
理
委
託

す
る
手
法
の
一
つ
。
民
間
事

業
者
間
の
競
争
原
理
に
基
づ

き
、
自
治
体
の
運
営
費
等
の

削
減
の
み
が
注
目
さ
れ
る

が
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

学
習
会
で
、
松
本
組
織
局

長
は
、「
制
度
が
導
入
さ
れ

て
以
降
、
受
託
側
企
業
・
組

織
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
・

労
働
条
件
は
引
き
下
げ
ら

れ
、
さ
ら
に
委
託
期
間
の
関

係
か
ら
雇
用
の
不
安
定
化
が

生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事

業
者
の
変
更
に
よ
り
、
結
果

と
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
低
下
し
て
い
る
」
と
報
告

し
た
。

そ
の
後
、『
委
託
・
指
定

管
理
が
か
か
え
る
不
安
定
化

リ
ス
ク
に
対
処
す
る
〜
自
治

体
単
組
と
の
連
携
・
自
治
体

交
渉
の
す
す
め
〜
』
と
題

し
、
青
木
衆
一
さ
ん
（
埼
玉

県
本
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
よ

り
講
演
を
受
け
た
。

全
国
的
な
状
況
を
含
め
報

告
し
た
青
木
さ
ん
は
、「
自

治
体
の
外
郭
団
体
な
ど
の
公

共
民
間
職
場
は
、「
公
」
と

「
私
」
両
方
の
側
面
を
持
つ

結
合
体
。
さ
ら
に
、
指
定
管

理
者
制
度
は
、
自
治
体⇔

事

業
者⇔

労
働
者
と
不
安
定
な

構
造
に
あ
り
、
自
治
体
と
労

働
者
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
事
業
者

の
変
更
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
な
ど
自
治
体
・
事
業
者

・
労
働
者
・
住
民
の
そ
れ
ぞ

れ
が
望
ま
な
い
事
態
も
起
き

て
い
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
「
自
治
体
に
お
け

る
設
置
者
責
任
を
明
確
に
す

る
た
め
、
自
治
体
単
組
と
関

連
単
組
が
連
携
し
自
治
体
交

渉
を
行
う
こ
と
が
重
要
」
と

解
説
し
た
。
ま
た
、「
越
谷

の
公
共
民
間
単
組
で
は
、
越

谷
市
職
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、
発
注
者
で
あ
る
越
谷
市

に
対
し
て
、
委
託
料
や
指
定

管
理
料
の
改
善
、
業
務
契
約

の
確
保
と
雇
用
安
定
な
ど
を

求
め
る
要
請
行
動
を
行
っ
て

い
る
」
と
、
先
進
事
例
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

相
互
の
連
携
強
化
に
向
け

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
。

着着実実ににババトトンンつつななぐぐ
平平和和・・人人権権 目目をを背背けけなないい取取りり組組みみをを

～第57回地方自治研究神奈川集会～

県
本
部
と
県
自
治
研
セ
ン
タ
ー
は
、
7
月
23
日
、
横
浜

で
第
57
回
地
方
自
治
研
究
神
奈
川
集
会
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

集
会
）
を
開
き
、
対
面
・
ウ
ェ
ブ
あ
わ
せ
て
60
人
を
超
え

る
組
合
員
・
自
治
体
議
員
が
参
加
し
た
。

『
地
方
自
治
と
平
和
・
人
権
の
現
在
を
考
え
る
』
を
テ

ー
マ
に
、
神
奈
川
人
権
セ
ン
タ
ー
や
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
自
治
研
活
動
の
重
要
性
を
あ

ら
た
め
て
再
確
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
佐
野
充

神
奈
川
自
治
研
セ
ン
タ
ー
理

事
長
が
『
地
方
自
治
の
危
機

と
自
治
研
活
動
の
役
割
』
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
地

方
自
治
に
つ
い
て
「
人

口
減
少
や
地
方
財
政
の

問
題
な
ど
に
よ
り
、
地

方
自
治
制
度
の
維
持
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

『
住
民
の
自
由
意
思
に

よ
る
自
治
』
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、「
公
務
職
員
が
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
、
住
民
の
自
治
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」
と
し
、「
そ

の
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

量
・
質
と
も
に
増
え
、
職
員

個
々
の
仕
事
能
力
を
超
え
て

い
る
現
状
を
改
善
す
る
こ
と

が
重
要
。
職
員
を
支
援
す
る

立
場
に
あ
る
自
治
労
が
い
ま

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
行
動

を
と
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴

え
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
岩
沢
弘
秋
さ
ん
（
勁
草

塾
事
務
局
・
自
治
労
横
浜
元

委
員
長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
道
田
哲
郎
さ
ん

（
神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
前
事
務
局
長
）、
早
坂
公

幸
さ
ん
（
神
奈
川
人
権
セ
ン

タ
ー
理
事
）、田
中
充
さ
ん

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）が
、

こ
れ
ま
で
の
平
和
・
人
権
の

取
り
組
み
や
運
動
の
継
承
に

つ
い
て
思
い
を
語
っ
た
。

道
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

の
平
和
運
動
を
振
り
返
り
、

特
に
1
9
9
8
年
の
「
南
京

1
9
3
7
」
上
映
運
動
に
触

れ
、「
歴
史
修
正
主
義
者
や

右
翼
の
妨
害
に
対
し
て
労
働

組
合
の
若
い
組
合
員
や
市
民

運
動
の
方
々
と
と
も
に
上
映

運
動
に
取
り
組
め
た
意
義
は

大
き
い
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、
1
9
6
0
年
代
の
故
自

治
労
安
養
寺
書
記
長
の
言
葉

を
引
用
し
、「『
労
働
基
本
権

を
獲
得
す
る
道
は
、
平
和
憲

法
が
貫
徹
さ
れ
る
同
じ
過
程

に
あ
る
』
と
し
、
平
和
と
民

主
主
義
の
過
程
の
な
か
で
し

か
公
務
員
の
労
働
基
本
権
の

回
復
は
有
り
得
な
い
と
い
う

こ
と
だ
」
と
訴
え
た
。

早
坂
さ
ん
は
、
県
本
部
や

連
合
神
奈
川
の
役
員
経
験
を

踏
ま
え
、「
す
べ
て
の
人
は
、

人
で
あ
る
だ
け
で
か
け
が
え

の
な
い
尊
い
大
切
な
存
在
と

し
て
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
が
前
提
と

な
り
憲
法
で
さ
ま
ざ
ま
な
権

利
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
人

権
の
視
点
』
が
欠
け
て
い
て

は
住
民
に
と
っ
て
の
い
い
施

策
は
展
開
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
行

政
運
営
や
組
合
活
動
に
活
か

し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

田
中
さ
ん
は
、
相
模
原
自

治
研
セ
ン
タ
ー
20
年
の
取
り

組
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
50
年
前
、
相
模
補
給
廠

前
に
陣
取
っ
て
米
軍
戦
車
の

搬
出
入
を
止
め
た
『
戦
車
闘

争
』
に
つ
い
て
紹
介
。「
戦

車
闘
争
の
意
義
を
継
承
す
る

こ
と
が
大
切
と
相
模
原
自
治

研
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
を
発
行
し
大
き
な
反

響
を
得
た
。
こ
の
闘
争
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
日
本
社
会

・
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
見
え
る
化
し
、
市
民
や
学

生
、
労
働
者
の
反
戦
意
識
を

高
揚
さ
せ
た
」
と
歴
史
的
意

義
に
触
れ
た
。
ま
た
、
自
治

研
活
動
の
役
割
と
期
待
に
つ

い
て
、「
自
治
研
は
、
地
方

自
治
・
住
民
自
治
の
深
化
と

拡
大
に
向
け
て
重
要
な
立
ち

位
置
を
占
め
る
。
そ
の
位
置

は
、
組
合
と
行
政
と
市
民
を

つ
な
ぐ
結
節
点
に
あ
る
。
直

面
す
る
課
題
に
目
を
向
け
、

地
方
自
治
の
観
点
か
ら
新
た

な
生
活
の
在
り
方
、
社
会
様

式
を
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と

し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岩

沢
さ
ん
は
最
後
に
、「
平
和

と
人
権
を
守
る
運
動
に
ゴ
ー

ル
は
な
い
。
こ
の
運
動
で
重

要
な
の
は
継
続
し
て
い
く
こ

と
。
ゴ
ー
ル
は
遠
い
未
来
か

も
し
れ
な
い
が
、
着
実
に
バ

ト
ン
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が

勝
利
だ
と
思
う
。
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
バ
ト
ン
を
受
け

取
り
次
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
の
な
か

で
、
翻
弄
さ
れ
続
け
る
の
は

労
働
者
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

目
の
前
の
事
実
に
目
を
背
け

る
こ
と
な
く
、
課
題
や
問
題

の
解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
労
働
組
合
そ

し
て
自
治
労
に
課
せ
ら
れ
る

課
題
は
大
き
い
。

指
定
管
理

課
題
多
く

連
携
強
化
で
改
善
を

パネラーは平和・人権の取り組みを報告

当
た
り
前
の「
水
」考
え
る

水
週
間

8
／
1
〜
7

水
資
源
の
有
限
性
・
貴
重
さ
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
8
月
1
日
を
「
水
の

日
」、
こ
の
日
を
初
日
と
す
る
一
週
間
を「
水
の
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
自
治
労
で
は
、
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
塗
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
再

拡
大
。
経
済

は
、
展
望
が

見
え
な
い
ば
か
り
か
不
安
要

素
の
塊
◆
少
子
高
齢
化
は
ま

す
ま
す
加
速
し
、
年
金
や
医

療
、
介
護
、
社
会
保
障
制
度

は
グ
ラ
グ
ラ
状
態
。
物
価
高

に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

◆
こ
の
状
況
下
で
、
賃
金
水

準
が
上
が
る
の
は
程
遠
く
、

年
金
の
給
付
水
準
も
今
後
、

約
3
割
も
下
が
る
と
見
込
ま

れ
る
よ
う
だ
。
策
と
し
て

は
、
厚
生
年
金
加
入
の
範
囲

拡
大
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
課
題
は
山
積
。
ま

た
、
介
護
保
険
の
自
己
負

担
、
原
則
1
割
か
ら
2
割
へ

と
負
担
増
の
話
も
あ
る
◆
わ

れ
わ
れ
の
運
動
は
結
果
が
な

か
な
か
出
る
も
の
で
は
な

い
。
経
過
の
積
み
重
ね
が
大

事
で
、
そ
れ
を
次
世
代
に
繋

げ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
あ
ま

り
に
も
酷
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。（
英
）

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。
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反
差
別
相
模
原
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
を
許
さ
な
い
」
か
わ
さ

き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

に
よ
る
人
権
条
例
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
学
習
会
が
、
7

月
21
日
、
相
模
原
で
開
か
れ

た
。川

崎
市
で
は
2
0
1
3
年

以
降
、
ヘ
イ
ト
デ
モ
や
街
宣

が
活
発
化
し
て
お
り
、
2
0

2
0
年
7
月
、
全
国
で
初
め

て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
刑
事

罰
を
科
し
た
、『
川
崎
市
差

別
の
な
い
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
』
が

施
行
さ
れ
た
。

一
方
、
相
模
原
市
で

は
、
審
議
会
に
お
い
て

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
規

制
す
る
方
向
で
答
申
案

の
策
定
に
向
け
議
論
が

進
ん
で
い
る
。

学
習
会
は
、『
川
崎

市
反
差
別
条
例
の
成
果

と
課
題
か
ら
〜
相
模
原

は
何
を
継
承
す
る
の

か
』
と
題
し
、
弁
護
士

の
師
岡
康
子
さ
ん
よ
り
講
演

を
受
け
た
。

師
岡
弁
護
士
は
、「
川
崎

の
条
例
施
行
か
ら
2
年
が
経

過
す
る
な
か
、
一
部
の
差
別

的
表
現
に
つ
い
て
は
条
例
が

運
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
運
用
改
善
を
求
め
る

声
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
総

体
と
し
て
条
例
は
機
能
し
て

お
り
、
明
ら
か
に
効
果
が

あ
っ
た
」
と
説
明
。

一
方
、
相
模
原
市
に
お
い

て
は
2
0
1
8
年
か
ら
差
別

主
義
団
体
に
よ
る
活
動
や
選

挙
ヘ
イ
ト
が
活
発
化
す
る
な

か
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制

を
含
む
人
権
条
例
に
つ
い
て

審
議
す
る
相
模
原
市
人
権
施

策
審
議
会
が
開
か
れ
て
い

る
。
こ
の
間
、
有
識
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
行
わ

れ
、
市
内
の
被
害
実
態
を
踏

ま
え
、
条
例
に
刑
事
罰
を
設

け
る
必
要
性
に
つ
い
て
等
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
き

た
。
7
月
の
審
議
会
で
は
、

著
し
く
不
当
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
等
を
規
制
す
る
た
め
、

罰
則
規
定
を
答
申
案
に
盛
り

組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
師
岡

弁
護
士
は
「
川
崎
の
条
例
運

用
で
は
、
第
三
者
機
関
が
自

主
的
に
市
長
や
行
政
に
対
し

て
意
見
を
出
す
と
い
う
仕
組

み
は
な
か
っ
た
。
第
三
者
機

関
が
意
見
を
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
仕
組
み
が
で
き

れ
ば
、
ヘ
イ
ト
デ
マ
が
発
生

し
た
際
、
第
三
者
機
関
か
ら

勧
告
を
出
し
、
市
長
が
デ
マ

で
あ
る
と
声
明
を
出
す
こ
と

で
市
民
も
安
心
で
き
る
」
と

し
た
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
団
体
は
、

条
例
の
早
期
制
定
を
め
ざ
し

相
模
原
市
に
対
し
要
請
を

行
っ
て
い
る
。

互
い
の
人
権
を
認
め
合
う

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、

『
川
崎
か
ら
相
模
原
へ
。
そ

し
て
全
国
の
自
治
体
へ
』
差

別
を
許
さ
な
い
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。

共共
生生
社社
会会
のの
実実
現現
にに
向向
けけ

相相
模模
原原
でで
人人
権権
条条
例例
学学
習習
会会

4
月
に
新
た
な
仲
間
を
迎

え
て
以
降
、
各
組
合
で
は
組

合
加
入
に
向
け
た
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
自
治
労

の
組
織
人
員
は
毎
年
、
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
粘
り
強
く

加
入
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
組
合
も
多
い
。

「
最
近
の
若
い
奴
は

…
」
と
い
う
言
葉
は
、

い
つ
の
時
代
に
も
共
通

し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る

『
Ｚ
世
代
』
と
は
一
体
ど
ん

な
世
代
な
の
か
？
1
9
9
6

〜
2
0
1
0
年
生
ま
れ
の
世

代
の
こ
と
を
そ
う
呼
ぶ
み
た

い
だ
が
、
果
た
し
て
…
。

県
内
の
自
治
体
に
お
い

て
、
若
年
層
の
早
期
退
職
が

深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

自
治
体
も
多
い
。
退
職
の
理

由
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る

が
、
早
期
退
職
の
理
由
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
挙
げ

る
割
合
が
高
い
と
い
う
調
査

結
果
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
で
の
就
業
経
験
及
び
、

就
業
頻
度
が
減
少
。
社
会
経

験
が
不
足
し
、
不
安
な
新
人

も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め

と
し
た
「
つ
な
が
り
」
で

は
、
自
分
の
「
好
き
」
な
も

の
で
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い

傾
向
に
あ
る
。

さ
て
、
労
働
組
合
に
は
何

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
組
合
運
動
の
本
質
は

変
わ
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
仲

間
と
つ
な
が
り
職
場
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

自
分
が
働
き
始
め
た
こ
ろ

に
比
べ
た
ら
、
働
き
や
す
く

な
っ
た
と
感
じ
る
人
は
ど
の

く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
厳

し
く
大
変
な
時
だ
か
ら
こ

そ
、
労
働
組
合
の
存
在
を
自

信
を
も
っ
て
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
は
ず
だ
。

Ｚ
世
代
を
仲
間
に

組
合
加
入
の
取
り
組
み

転
換
期
の
自
治
体
政
策

①
コ
ロ
ナ
禍
後
の
公
共
交
通

■
コ
ロ
ナ
禍
は
第
7
波
の

最
中
に
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

1
つ
が
公
共
交
通
だ
。
地

域
の
足
を
支
え
る
公
共
交

通
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
移

動
需
要
が
減
少
し
、
経
営

環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

■
こ
う
し
た
中
、
国
は
昨

年
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代
の
地
域
交
通
の
方
向
性

を
探
る
研
究
会
を
設
置

し
、
今
年
3
月
に
中
間
整

理
を
公
表
し
た
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
地
域
交
通
の

価
値
や
役
割
を
見
つ
め
直

し
、
多
様
な
主
体
の
「
共

創
」
を
通
じ
て
、
く
ら
し

の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
持
続

可
能
な
交
通
を
実
現
す
る

と
い
う
も
の
だ
。

■
地
域
・
行
政
資
源
に
限

り
が
あ
る
な
か
、
公
共
交

通
の
問
題
を
切
り
離
し
、

交
通
事
業
者
と
行
政
だ
け

で
出
口
を
見
出
す
の
は
困

難
だ
ろ
う
。
地
域
の
移
動

と
生
活
支
援
、
地
域
活
性

化
の
問
題
を
結
び
付
け
、

交
通
×
物
流
、
交
通
×
福

祉
な
ど
、
多
様
な
主
体
が

分
野
の
垣
根
を
越
え
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
か

く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し

た
「
共
創
」
を
通
じ
て
、

路
線
の
存
続
な
ど
の
従
来

の
「
守
り
」
の
議
論
か

ら
、
公
共
交
通
を
ハ
ブ
に

ま
ち
づ
く
り
の
諸
要
素
を

つ
な
ぎ
、
地
域
を
よ
り
豊

か
に
し
て
い
く
「
攻
め
」

の
議
論
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

■
人
口
減
少
が
進
む
な

か
、
路
線
の
存
続
を
事
業

者
頼
み
に
し
て
い
て
は
、

交
通
空
白
地
域
の
拡
大
は

避
け
ら
れ
な
い
。
7
月
25

日
に
は
国
の
有
識
者
検
討

会
が
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
あ

り
方
見
直
し
の
議
論
を
促

す
提
言
を
ま
と
め
た
。
欧

州
で
は
自
治
体
が
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
投
資
・
維
持
を

担
い
、
事
業
者
に
運
行
を

委
託
す
る
上
下
分
離
方
式

が
一
般
的
だ
。
こ
う
し
た

手
法
の
活
用
な
ど
、
公
共

交
通
と
い
う
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
た
め
、
行

政
は
よ
り
積
極
的
な
役
割

を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

■
こ
れ
ま
で
車
社
会
化
が

進
み
、
公
共
交
通
の
利
用

者
が
減
少
し
て
き
た
の
は

多
く
の
人
が
マ
イ
カ
ー
の

方
が
便
利
だ
と
考
え
て
き

た
か
ら
だ
。
持
続
可
能
な

公
共
交
通
を
実
現
す
る
に

は
、
そ
の
利
便
性
と
魅
力

の
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

■
そ
こ
で
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
だ
。
さ

ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
を
1

つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
統
合

し
、
1
つ
の
ア
プ
リ
で
検

索
・
予
約
・
決
済
を
可
能

に
す
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に

す
る
こ
と
で
公
共
交
通
の

利
便
性
を
高
め
、
マ
イ
カ

ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の
シ

フ
ト
を
促
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
県
内
各
地
で
進

め
ら
れ
て
い
る
実
証
実
験

に
も
注
目
し
た
い
。

■
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
人

口
減
少
問
題
研
究
会
は
今

年
度
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
交
通

政
策
に
関
す
る
調
査
研
究

に
取
り
組
む
。
地
域
交
通

の
未
来
を
皆
さ
ん
と
「
共

創
」
し
て
い
き
た
い
。
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